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【今月の気づき】 

『等身大でいい、と割り切る。』 

 
からよく思われたい」「高い評価をしてもらいたい」という思いを、わたしはず

っと無意識の中に持っていました。そして、それはわたし自身のみならず、わた

しの家族や仲間についても同様に、周りの人からよく評価されたい、という気持ちを持って

いました。これは、わたしが完璧主義であるが故のことでしょう。しかし、最近になって少

しだけ「まぁ、いいか～」と思えるようになってきました。 
 
たとえば、お世話になっている人のところに社員や仲間と挨拶に伺い、食事をごちそうにな

ったとき。今までのわたしは、「目上の人に失礼があってはいけない」と自分はもちろん、

常に仲間の言動にも気を配り、正直心ここにあらず、というような面がありました。 
身内がどう感じているか、居心地悪いことはないかには目を向けず、目の前の相手がこちら

をどう感じているか、ばかり気にしていたのです。それは、わたしの中で「成長のためのス

トレッチ」と「無理強（じ）い」の境目を見極めるのがむずかしかったからだと思うのです。 
 
これでは、わたしも仲間もリラックスしてその場を楽しむことはできません。きっと彼らは、

和仁の顔に泥を塗ってはいけない、という緊張した空気を感じ取ります。あるとき、「これ

はバランスがおかしい。せっかくその場に同席してくれた仲間が、わたしの犠牲になってい

るのではないか？」 
そう気づきました。それ以来、わたしが心掛けたいと思っていることがあります。 
 
それは、「等身大でいい」ということ。 
 
以前は、「自然体でありたい」と思っていました。でも、自然体って、言葉で言うほど簡単

じゃない。「自然体＝あるがままの自分を出す」だとすると、よっぽど自分に自信がなけり

ゃ、できません。でも「等身大」なら無理しなくていいと自分に許可を与えやすくなります。 
必要以上に相手にとっての自分への期待を高めてしまうと、それに応えよう、応えなくては

と自分を追い詰められて、息苦しくなります。「等身大でいいじゃないか」そう思うと、変

な気負いもなくなり、肩の荷もいくぶん降ろせる感じがします。そうやってハードルをいっ

たん下げた上で、無理なくやれることを増やしていけたらと今は思っています。 
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【今月の一冊から】 

『一段上のレベルで才能を発揮するには？』 
 

＞商品も、特徴も、デザインも、いつかは変えるべきだ。変えなくてはいけない。力を蓄え

＞て、今よりも大きく羽ばたき、自分たちにふさわしいビジネスに投資できるようになるた

＞めには、何度も「変える」必要がある。ただし、市場、戦略、自分だけの得意分野などか

＞ら離れてしまってはいけない。＜中略＞「やめる」の反対は「手をこまねく」ではない。

＞絶対に違う。「やめる」の反対は、別のものに力を注ぐこと。「やめる」の反対は、手づま

＞りから抜け出すために、活きのいい戦略を新たに立てることだ。 
 

（『ダメなら、さっさとやめなさい！』 セス・ゴーディン 著 
マガジンハウス P.79 より引用） 

 
わたしが９９年１月に今の会社を立ち上.げて、今年で１０年目に入りました。これまでを

振り返ると、おかげさまで独立当初に掲げた目標はほぼ達成することができていました。 
と同時に昨年１２月、丸９年が経とうとする直前に、いろいろと考えさせられる出来事が続

きました。新しいプロジェクトが開始直前で白紙撤回になったり、長期間のクライアントの

コンサルティングが契約終了になったり（ひとつの役割を終えたわけで、これはお互いにと

って良いことではあります）、人とのアポイントが思わぬ理由で没になったり、パソコンや

ＤＶＤレコーダーをはじめとするハード機器が立て続けに故障したり。 
 
さすがにわたしも考えました。「これは、なんらかのサインなんじゃないか？今後の方針を

ゼロベースで考える転機なのでは」と。そしてこれまでを振り返り、「次の１０年間、どの

ような土俵で活躍の場を見出すか？」を年末年始にわたり考えてきました。 
 
毎年、自身の公私にわたるプランを作り直してきましたが、今思えば、それは独立当初に立

てた１０カ年ビジョンに沿った上での軌道修正でしかありませんでした。しかし今回はその

延長上ではなく、これから新たな１０年間を創るべく、モヤモヤしていたのです。それはま

さに独立した当時に似た、期待感と不安感の入り混じった、なんとも言えない感情でした。 
そして、ただ単にモヤモヤして堂々巡りになるのを避けたいわたしは、自分に明確な質問を

投げかけようと考えました。そのとき、かつて堀貞一郎先生から言われた「人生は才能探し

の旅である」という名言を思い出しました。そして次の質問を常に自分に問いかけ続けてみ

たのです。 

「わたしの才能を今より一段上のレベルで発揮するには、何をするのがベストだろうか？」 

 
そして、今その答えらしきことが、いくつか漠然と見えてきつつあります。しかしまだ一つ

には絞り込めていません。これからの実践の中で、それを見極めていこうと思っています。 
あなたは、ご自身の才能に気づいていますか？ 


